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 いつもお世話になっております。 

 年が明けて早 1か月が過ぎ、時が経つのは早いなぁと思いますが、4年ぶりに

チリ・ニュージーランドに出張して参りました！のでご報告申し上げます。 

 最後に現地を訪れたのは 2020年の 2月。丁度、出張中に未知なるコロナのニ

ュースが出始め、無事帰国できてほっとしたのを覚えています。 

 

① 再会と新しい(若い)人材 

 1月中下旬は現地が夏休みのため、

会えなかった方もいましたが、一方で

初めて会う若い担当者が増えました。

サザンバルブでは圃場管理者の女性 2

名が英語で案内してくれたり、アンデ

スバルブでは若い男性管理者がベテ

ランのアドバイスを受けながら圃場

を走り回っていました（バギーで）。 

バンザンテン NZ では前任者の退職に

伴い、8年ほど経験のある現地採用の

女性がマネージャーになり、今後 5年 10年と安定した運営が期待されます。 

今回、バッカーNZ のエイデンさんによると「あなたがコロナ以降で最初のお客

さんだ。」とのことで、久々の再会を喜んでくれました。 

 

② 植物検疫 

 チリを訪問した際に、ちょうど日本から植物防疫所の検査官（女性）が来られ

ており、チリ植防との共同圃場検査（Joint Inspection）の様子を遠目から拝見

する機会がありました。日本向け申請ロットごとに、複数ポイントで多くの本数

を丁寧にチェックし、他の植物や病気等が無いか確認します。現地検査で不合格

になるような品質はあまり見たことがありませんが、日差しの強い中、一日中長


